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東京近郊の行楽地として古くから親しまれた
多摩川。水泳などの川遊びを楽しむ人やア
ユをはじめとした川魚を目当てに多くの人
が訪れた。六郷用水取り入れ口北側（中和
泉）には明治39（1906）年に公園が造
られ、大正２（1913）年には園内に料亭
も開業、「 玉 翠園」の名で多くの人に親しまれ

た。多摩川は地元の子どもにとっても格好の遊
び場だったが、昭和30年代に入ると、流域の
開発と昭和32（1957）年の小河内ダム
の完成などで水質の悪化と水位の低下が進み、
清流のおもかげは失われた。しかし、水質を
はじめとした河川環境改善への取り組みが実り、

市民のオアシスとしてにぎわいを取り戻している。

子ども集団で川遊び

大津勲さん(60歳・駒井町)
の話　多摩川のすぐそばに家
があったので、夏休みは朝か
ら水着のまま川へ行き、昼飯
で家に戻るほかは、夕方まで
川で遊んでました。小さい子
から中学生ぐらいの男女一緒
の集団で、「川仙」という川
魚料理屋の前あたりで遊びま

した。
決まったリーダー
はいなかったけど、
年上の子が小さい子
の面倒をみるのが当
たり前だったね。わ
たしは2、3歳上の
子について遊ぶうち
に自然に泳ぎを覚え

ました。深い砂
利穴もあったけ
ど、先輩が危な
いところを教え、
おぼれる寸前に
助けに来てくれま
した。
釣りもよくやり
ました。川向こう
の耕地へ行く船
や釣り船をひっく
り返したりするい
たずらもやりまし
たね。
中学生ごろか

ら釣り船をこぐ
のを覚え、高校
生のときは「川
仙」に頼まれて

投網をする人を乗せたりしま
した。そのころは、お客に投
網をやらせてもらうのが楽し
みでした。
小学生のころは水がきれい
だったけど、中学生になると
下水が流れ込んで水の汚れが
めだつようになりました。高
校生になってからも、遊泳禁
止だったかもしれないけど、
泳いだことがあります。

写真提供＝久保和共さん（故・
久保春洋さん撮影）、井上君代
さん、井上俊雄さん（故人）、
資料＝『狛江市の民俗Ⅳ』（狛江
市教育委員会）、『小田急25年
史』（小田急電鉄）取材協力＝塚
原ヤヱ子さん、絹山達也さん、
絹山寿子さん、小川昭治さん、
大津勲さん（順不同）

うらやましかった川の家
絹山達也さん(61歳・東和泉)
の話　2つ上の兄が釣り好き
で泳ぎが達者だったので、兄
弟で小田急線の鉄橋下付近へ
遊びに行きました。自分の足
の指が見えるぐらい、水がき

れいでした。近くには小田急
の「川の家」があって、子ど
もがたくさん遊んでいました。
川の家のシャワーがうらやまし
かったですね。小学校低学年
の時、鉄橋近くの浅瀬で遊ん
でいて、なんかの拍子で深み
にはまっておぼれ死にそうに
なったのを、兄に助けてもら
いました。命をもらったとい
までも思っています。実は、
その時の恐怖で、いまも泳げ
ないんですよ。

冷たかった多摩川の水

妻の寿子さん(60歳)の話　
第一小学校の1年か2年の
時、学校からみんなで五本松
近くへ水泳に行ったことがあり
ます。岸辺にはアシがいっぱ
いで服が置けなくて、松にタ
オルと服をかけたことを覚え
てます。水がすごく冷たくて、
泳ぐというより水遊びみたい
でしたね。

川底までよく見えた
小川昭治さん(79歳・猪方)
さんの話　小さいころは近く
の用水や小川で遊んだけど、
小学校4、5年生になると、
夏の午後は毎日のように多摩
川で水浴びをしました。遊び
場は二ヶ領宿河原堰の下で、
同じ年ごろの仲間5、6人と
遊びました。当時は六尺ふん
どしでしたよ。当時の堰はま
だコンクリート製じゃなくて、
木組みの中に石を入れ、その
上に土のうが積んでありまし
た。水面はいまよりかなり上
で、護岸は竹の蛇篭でした。
水がきれいで、川底までよ

く見えたから、投げこんだ白
い石を仲間と潜って取りっこし
たり、箱眼鏡をかけて手製の
モリで魚をついたりしました
ね。魚がひっかかると鈴が鳴る
「団子釣り」は泳ぎながらで
きるので、よく岸にサオを仕
掛けておきました。この遊び

場には、女の子はいなかった
ですね。深いところや流れが
速いところがあったけど、流
れに合わせた泳ぎ方をしてた
から危ないとは思いませんで
したよ。3時過ぎまで遊んで、
ふんどしを川で洗ってモリや
釣りザオに引っかけて乾かし
ながら家に帰って、家の仕事
を手伝いました。
毎日じゃないけど、夕方堤
防の蛇篭の間にウナギドウを
仕掛け、朝早く取りに行くの
も楽しみでした。ウナギは家
の生けすに入れましたが、親
が時々料理屋へ売りに行って
たようです。父が投網でアユ
を採るときは付いていって船
をこいだりしましたね。

多摩川のほとりにあった玉翠園
塚原ヤエ子さん(77歳・岩戸北)の話
　祖父の井上半三郎が経営していた料
亭「玉翠園」を手伝うため、小学校のこ
ろ一時、家族とそこで暮らしていました。
多摩川に面したところまでが敷地で、当
時、地元では「公園」と呼んでました。
公園には都内の学校の林間学校用の宿泊
施設があり、泊まり客があるときは、わた
しも売店の店番などを手伝いました。
６月１日の午前０時がアユの解禁で、川

へ向かう釣り人のサオに
付いた鈴の音色があち
こちで聞こえるのを楽し
みました。０時前に家族
で川岸へ行って、打ち上
げ花火の合図で釣り人が
一斉にサオを下ろすのを
見るのも楽しみのひとつ
でした。
六郷用水の取り入れ
口の近くには竹の蛇篭
の堰があり、その上流ではアユがたくさ
ん採れました。いまの五本松付近の堤防
は針金製の蛇篭でしたね。わたしたち兄
弟は、堰の下の浅くなっているところで
泳ぎました。わたしは、結婚前の昭和27
（1952）年まで泳ぎましたけど、船に
乗った知り合いの男性に声をかけられて、
水着姿を見られたのが恥ずかしかったの
を覚えています。

2007年2007年

狛江の夏の名物行事。ことしは15日午前９時30分から催される狛江の夏の名物行事。ことしは15日午前９時30分から催される
●写真中の数字は撮影された年

いまも残る玉翠園の石垣いまも残る玉翠園の石垣

玉翠園玉翠園
大正時代大正時代

多摩川
清流に子どもたちの歓声清流に子どもたちの歓声

川から見た玉翠園川から見た玉翠園 大正時代大正時代

いかだレースいかだレース

2006年2006年

多摩川で泳ぐ子どもたち。昭和7年から都内の児童のための
「臨川学園」が開設された。

2006年2006年

「多摩川川の家」（写真は昭
和26年、宮古芳夫さん提供・
小田急電鉄所蔵）は登戸の渡
し近くに毎年造られた。建物
は面積約70坪（約231㎡）
あり、貴重品と荷物の預かり
所、医務室、売店などが設
けられ、約1000人を収容、
多摩川観光協会が管理した。

多摩川の中州から下流の和泉多摩川方面
を望む

川で釣りを楽しむ人たち。ワイ
シャツにネクタイの人も見える 釣り人釣り人 戦前戦前

臨川学園臨川学園 戦前戦前

中州中州 戦前戦前


